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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性支持軸の外周にハロゲン原子を含有するゴムを含有している導電性弾性層がフェ
ノール樹脂、エポキシ樹脂及び導電剤を有する導電性接着剤によって接着されていること
を特徴とする導電性ローラ。
【請求項２】
　前記導電性接着剤に含まれる固形成分を１００質量％とした時、フェノール樹脂の含有
量が４０質量％～７０質量％でかつ、エポキシ樹脂の含有量が１０質量％～５０質量％で
かつ、導電剤の含有量が１０質量％～２５質量％である請求項１に記載の導電性ローラ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の導電性ローラを具備していることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンター及びファクシミリ等に代表される電子写真装置や静電記
録装置等の画像形成装置に使用される帯電ローラ、現像ローラ及び転写ローラ等の導電性
ローラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複写機、プリンター及びファクシミリ等に代表される電子写真装置や静電記録装置等の
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画像形成装置では、感光体表面を一様に帯電する方法として、感光体表面に帯電部材とし
て導電性ローラ等を接触させて帯電処理を行う接触帯電方式が用いられている。このよう
な導電性ローラは導電性支持軸と、その外周に一体に形成された弾性層と、該弾性層の外
周に形成された表面層から構成されている。
【０００３】
　また、弾性層に使用されるゴム組成物は、目的とする導電性を実現するために、絶縁性
ゴム組成物にカーボンブラック等の導電性フィラーを添加分散し、電子導電性をもたせる
方法、あるいはゴム自身が極性を有し、導電性を発揮するイオン導電性のゴム組成物を選
択する方法がある。絶縁性ゴムに導電性フィラーを添加分散し、電子導電性を持たせる方
法では、導電性フィラーの分散状態、配向によって電気特性に影響を及ぼすため、混練り
バッチごとにばらつきが生じ、更に同バッチ内でもローラごとのばらつきが生じ易くなる
。しかし、導電性を有するイオン導電性のゴムを使用する方法では、それ自身が導電性を
有するために、導電剤等の添加量が少なくてすむため、前述のようなばらつきは発生しな
い。よって、目的とする導電性に調整し易く、かつ安定して得ることができる。そのため
近年では製品の高性能化に伴い、イオン導電性のゴム組成物を用いたローラの製造が増加
している。
【０００４】
　このようなイオン導電性のゴム組成物としては、一般的に、エピクロロヒドリン系ゴム
（ＣＯ、ＥＣＯ、ＧＥＣＯ）、アクリロニトリル－ブタジエンゴム（ＮＢＲ）、アクリル
ゴム（ＡＣＭ）及びクロロプレンゴム（ＣＲ）等が挙げられる。特に中でもエピクロロヒ
ドリン系ゴムは、抵抗が低くなるため好ましい。しかしこのようなハロゲンを含有するゴ
ム組成物を用いて製造したゴムローラにおいては、ハロゲン原子の極性が高いため、吸湿
性が高くなり、高温高湿時に導電性支持軸上に腐食（錆）が発生し、また、ローラが体積
膨張を起こすなどして接着不良が発生する。その結果、ゴムローラが導電性支持軸から浮
いてくる現象が発生し、ローラ形状に歪みが生じ、画像形成装置に組み付けても正常な画
像が得られない場合がある。
【０００５】
　この導電性支持軸は、金属材料の丸棒の表面に防錆や耐傷性付与を目的として、メッキ
処理を施されているものが使用されているが、導電性支持軸にメッキを行っても、微小な
ピンホール等の欠陥を起点として腐食（錆）が発生し、その結果、接着不良が発生し、ロ
ーラ形状に歪みが生じ、画像形成装置に組み付けても正常な画像が得られない場合がある
。
【０００６】
　強固な接着力を保持し、正常な画像を得る方法として、エピクロロヒドリンゴム組成物
を主体とするゴム層を有する導電性ゴムローラにおいて、接着剤としてフェノール系のも
のを用いる方法がある（例えば特許文献１参照）。この方法では、確かに成形後の初期接
着力は強固であるが、高温高湿環境下に放置した場合には、前述したような導電性支持軸
の腐食（錆）が発生し、その結果、ゴムローラが導電性支持軸から浮いてくる現象が発生
し、ローラ形状に歪みが生じ、画像形成装置に組み付けても正常な画像が得られない。
【０００７】
　また、導電性支持軸上に過塩素酸塩を含むポリウレタンゴム層を有するゴムローラにお
いて、導電性支持軸と前記ゴム層の間にバリア層として接着剤層を設け、更に接着剤の厚
みを２０～５０μｍとすることにより導電性支持軸の腐食を解決する方法がある（例えば
特許文献２参照）。しかし、効果を得るためには所定の接着剤層の厚みが必要であるため
、塗布方法が複雑となり、接着不良が生じる。また、高温高湿環境下に放置した場合には
、前述したような導電性支持軸の腐食（錆）が発生し、その結果、ゴムローラが導電性支
持軸から浮いてくる現象が発生し、ローラ形状に歪みが生じ、画像形成装置に組み付けて
も正常な画像が得られない。
【特許文献１】特開平１０－２９３４４０号公報
【特許文献２】特開平６－２００９２１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上記課題を解決することであり、導電性支持軸の外周上に導電性接着
剤層を介してゴム層を有する導電性ローラにおいて、例えば強固な接着力を得るための接
着剤の扱い方や塗布工程が容易に管理できて、かつ高温高湿のような環境下で前記導電性
弾性層が膨張しても接着不良や導電性支持軸の腐食が発生することなく、画像形成装置に
組み付けた際に画像形成性能を低下させない導電性ローラを提供することである。
【０００９】
　また、本発明の別の目的は、高温高湿環境下においても安定して高品位な電子写真画像
を与える画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に従って、導電性支持軸の外周にハロゲン原子を含有するゴムを含有している導
電性弾性層がフェノール樹脂、エポキシ樹脂及び導電剤を有する導電性接着剤によって接
着されていることを特徴とする導電性ローラが提供される。
【００１２】
　更に、本発明に従って、上記の導電性ローラを具備していることを特徴とする画像形成
装置が提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の導電性ローラは、上述した構成からなるため、導電性支持軸の外周上に、導電
性接着剤層と少なくともハロゲン原子を含有するゴムを含む導電性弾性層からなる導電性
ローラにおいて、例えば強固な接着力を得るための接着剤の扱い方や塗布工程が容易に管
理できて、かつ高温高湿のような環境下でも導電性支持軸の腐食が発生することなく、前
記ゴム層の膨張や、接着不良を改善し、画像形成装置に組み付けた際に画像形成性能を低
下させない導電性ローラ及び画像形成装置を提供することが可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の導電性ローラは、図１に示すように、最低限、導電性支持軸１と、その外周に
一体に形成された導電性弾性層２ａとからなる。必要に応じて、該導電性弾性層の外周に
形成された表面層３を加えた２層構成に、また、導電性支持軸１と導電性弾性層２ａ及び
抵抗層２ｂ（不図示）と表面層３からなる３層以上の構成となってもよい。
【００１６】
　本発明に用いられる導電性支持軸１は、導電性及び必要とされる形状精度が満たされれ
ばどのような素材でも差し支えなく使用でき、例えば鉄、銅、ステンレス、アルミニウム
及びニッケル等の金属材料の丸棒を用いることができる。更に、これらの金属表面に防錆
や耐傷性付与を目的として、導電性を損なわないようにメッキ処理を施すことが好ましい
。一般的なメッキ方法としては電解メッキと無電解メッキの大きく２つの方法があるが、
後者の方がメッキ膜厚の均一性に優れているために高い精度が得られ、かつピンホール等
の欠陥が少ないために耐食性に優れるという点から好ましく選ばれる。更に、無電解メッ
キの中でも無電解ニッケルメッキはメッキ液の安定性やコストの面からより好ましく使用
される。
【００１７】
　また、無電解ニッケルメッキが施したものであればその形状に特に制限されるものでは
なく、中空状あるいは中実状であっても差し支えなく使用できる。また材質についても特
に制限されるものではなく、鉄製あるいは鋼製等、導電性ローラ用として従来公知のもの
が使用できる。
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【００１８】
　また、本発明は導電性支持軸の外周に導電性弾性層を設けた導電性ローラ用部材におい
て、上記導電性弾性層としてハロゲン原子を含有するゴムを使用するとともに、上記導電
性支持軸と上記導電性弾性層間にフェノール樹脂、エポキシ樹脂及び導電剤を含有する導
電性接着剤層が存在することを大きな特徴とする。
【００１９】
　本発明者らはハロゲン原子を含有する弾性層からなる導電性ローラにおいて、導電性支
持軸と導電性弾性層の剥離の原因が、ハロゲン系ゴムのような極性ゴム由来の吸湿性が要
因であることをつきとめた。また、高温高湿の環境下で導電性支持軸が腐食する要因を調
査した結果、ローラ形状が歪んだ個所の支持軸部分には必ず点状のメッキ皮膜の浮きが発
生しており、更にその浮いた個所の中から主成分としてハロゲン化鉄が検出されたことか
ら、導電性支持軸の腐食の主要因は導電性弾性層組成物中のハロゲン原子であることをつ
きとめた。
【００２０】
　鋭意検討の結果、フェノール樹脂、エポキシ樹脂及び導電剤を含む導電性接着剤層を導
電性支持軸と導電性弾性層の間に設けることによって、接着剤の扱い方や塗布工程が容易
に管理できて、かつ高温高湿のような環境下で前記導電性弾性層が膨張しても接着不良や
導電性支持軸の腐食が発生することのない導電性ローラが得られた。
【００２１】
　すなわち、ハロゲン原子を骨格に持つ極性ポリマーと、極性の高いフェノール樹脂によ
り接着性を上げる効果があり、かつ、ハロゲン原子から生じたハロゲン化水素（例えば、
ハロゲン原子が塩素の場合、塩化水素）とエポキシ樹脂のオキシラン環とが反応すること
によって、生じるハロゲン化水素をトラップするため導電性支持軸の腐食を抑えて、高温
高湿条件においても高い接着性を保持すると考えられる。また、導電性ローラとしての電
気特性を保つために、この接着剤層には導電剤を含まなければならない。
【００２２】
　このような導電性接着剤層の厚さは、２μｍ以上１５μｍ未満が好ましい。接着剤層が
２μｍ未満であると、ハロゲン化水素のトラップ能力が弱くなり、長期間耐久試験を継続
した場合、接着不良が起こることがある。また１５μｍ以上の場合、接着剤層の塗布時に
厚みによる凹凸が出来易くなり、接着不良を起こすこともある。
【００２３】
　更に本発明の効果を十分に発揮するため、導電性接着剤層に含まれる固形成分を１００
質量％とした時に、フェノール樹脂の含有量は４０質量％～７０質量％が好ましい。含有
量４０質量％未満では、長期間耐久を継続した場合、接着力が低下することがある。また
、７０質量％を超える量では柔軟性が失われて脆くなることがあり、高温高湿時の環境下
において腐食防止の効果が低下することがある。
【００２４】
　また、同様に導電性接着剤層に含まれる固形成分を１００質量％とした時に、エポキシ
樹脂の含有量は１０質量％～５０質量％が好ましい。含有量１０質量％未満では、ハロゲ
ン化水素成分をトラップする効果が弱くなり、導電性支持軸の腐食を防止する効果が低く
なることがある。また、５０質量％を超える量では共に使用するフェノール樹脂と導電剤
の量が相対的に少なくなり、接着力と電気特性を両立することが困難になることがある。
【００２５】
　また、同様に導電性接着剤層に含まれる固形成分を１００質量％とした時に、導電剤の
含有量は１０質量％～２５質量％が好ましい。含有量１０質量％未満では、接着剤層とし
ての抵抗が不均一になることがあり、導電ローラとしての電気特性を維持できなくなるこ
とがあり、２５質量％を超える量では分散しても沈降し易くなり、長期間に亘って使用す
る場合には安定性が悪くなることがある。
【００２６】
　導電性接着剤層に配合される導電剤の種類は、公知のものであれば利用可能であるが、
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カーボンブラックや金属粒子が好ましく、特にカーボンブラックが好ましい。
【００２７】
　また、このような導電性接着剤層に更に合成ゴムを加えることが好ましい。これは導電
性弾性層のゴムとの接着性を上げると共に、製造工程時の熱履歴に耐えられるように、接
着剤層の耐熱性を向上させるためである。合成ゴムのアクリロニトリル－ブタジエンゴム
（ＮＢＲ）、ウレタンゴム及びアクリルゴム等が、ハロゲンを含有するポリマーとの相溶
性が良く、かつ耐熱性に優れているため好ましい。
【００２８】
　また、このような導電性接着剤を使用する場合、導電性支持軸面と導電性接着剤層との
接着力を強化するために、導電性接着剤を塗布した後、加熱処理することが好ましい。こ
の加熱処理によって、導電性接着剤層に含まれている水分を除去し、接着力を高めること
が出来る。この際の加熱温度は１００度以上２００度以下が好ましい。加熱温度が１００
度未満の場合、導電性接着剤層の水分の除去が困難であるため接着力を高める効果が低く
、加熱温度が２００度を超える場合、導電性接着剤中の成分の一部が変質することがあり
、導電性接着剤が失活する可能性があるため好ましくない。
【００２９】
　導電性支持軸への導電性接着剤塗布方法は特に制限されるものではないが、例えば両端
部をチャックした導電性支持軸を円周方向に回転させ、導電性接着剤を含浸させたシリコ
ーンゴムスポンジ、アクリルゴムスポンジ又はウレタンゴムスポンジ等を導電性支持軸に
押し当てながら行う方法が挙げられる。また、導電性支持軸の両端部分にも塗布できるの
であればロールコーター等の機器を用いても差し支えない。また、導電性接着剤の濃度に
ついても製造工程上及び画像形成装置に使用される部材として要求される接着力を十分有
していれば所定の濃度に希釈して塗布しても差し支えない。
【００３０】
　本発明にかかる導電性弾性層に使用されるゴム組成物は、目的とする導電性を実現する
ために、ハロゲン原子を含有するゴム組成物を使用した。このような導電性ゴム組成物と
してはエピクロロヒドリンゴムが好ましく、特にエピクロロヒドリン－エチレンオキサイ
ド－アリルグリシジルエーテル三元共重合体は、エピクロロヒドリンとエチレンオキサイ
ドの共重合比によって電気特性を調整することが可能であることから好ましく使用される
。
【００３１】
　このような導電性弾性層の材料中にカーボンブラック、グラファイト及び導電性金属酸
化物等の電子伝導機構を有する導電剤、及びアルカリ金属塩や四級アンモニウム塩等のイ
オン伝導機構を有する導電剤を適宜添加することにより１０１０Ω・ｃｍ未満に調整され
るのが好ましい。
【００３２】
　前記導電性ローラの製造方法としては、別途チューブ状に押出したゴム組成物を加硫し
たものを、導電性接着剤層を形成した導電性支持軸に圧入する方法、及び導電性支持軸の
外周に導電性接着剤層を形成し、該導電性接着剤層上に未加硫のゴムを被覆し、導電性弾
性層を加硫成型する方法がある。このうち、該導電性接着剤層上に未加硫のゴムを被覆し
、導電性弾性層を加硫成型する方法は、導電性接着剤層と未加硫ゴムの間で加硫反応が生
じることにより、強固な接着力が得られる。また、製造ラインが連続で出来るメリットが
あるため、より好ましい。ただし、この製造方法の場合、加硫反応により生じたハロゲン
化水素がより多く発生するため、導電性支持軸を腐食し易くなる。しかし、本発明の構成
による導電性接着剤層はエポキシ基を含有しているため、ハロゲン化水素をトラップし、
腐食による接着不良が生じず、接着力が保持されるため、強固な接着力が得られる。よっ
て、本発明は、該導電性接着剤層上に未加硫のゴムを被覆し、導電性弾性層を加硫成型す
る場合に有効な効果を与える。
【００３３】
　導電性支持軸上に未加硫ゴムを配置させる手段としては特に制限されるものではないが
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、製造ラインの連続化あるいは製造コストを抑えるといった観点から、押出し機を用いて
未加硫のゴム組成物を押出すと同時に、連続的に導電性支持軸を押出し機のクロスヘッド
ダイに通過させて導電性支持軸の円周上に前記ゴム組成物を配置させてローラ形状にする
工程を経て製造される方法が好ましい。なお、別途未加硫の原料ゴム組成物をチューブ状
に押出し、所定長さに切断したものに導電性接着剤を塗布した導電性支持軸を押し込むも
のでもよい。
【００３４】
　加硫方法に関しては熱風炉加硫の他、遠赤外線加硫、水蒸気加硫等の従来公知の方法で
も対応できる。また、導電性支持軸円周上に未加硫ゴムを配置させた状態でそのまま金型
キャビティに投入して加硫する方法に対しても有効である。更に、時間や温度等の加硫条
件を任意に変化させても導電性支持軸の腐食防止効果や接着力に何ら影響を及ぼさないの
で自由に工程を設計することができる。
【００３５】
　また、本発明での表面層３（最外層）について説明する。表面層の材料としては、特に
制限はない。一例として、導電特性と耐摩耗性に有利なウレタン結合を含有する表層材料
や、耐汚染性に有利なアクリル骨格を有する樹脂等が挙げられる。
【００３６】
　本発明における表面層の形成方法としては特に制限はないが、導電性弾性層の上から、
表面層を構成する樹脂組成物をスプレー塗布、ディップ塗布、ロールコート等の方法を用
いて所定の厚みに塗布し、所定の温度で乾燥、硬化させることにより、該導電性弾性層上
に表面層を形成することができる。
【００３７】
　表面層は、発現する導電性が、環境による変動が少ないことより、電子伝導性を有する
ことが好ましい。電子伝導性を発現させるための導電剤としては、例えば、カーボンブラ
ック、グラファイト、アルミニウム、ニッケル、銅合金等の金属又は合金、酸化錫、酸化
亜鉛、チタン酸カリウム、酸化錫－酸化インジウム及び酸化錫－酸化アンチモン複合酸化
物等の金属酸化物等が挙げられる。
【００３８】
　また、導電性ローラを作製した場合の表面層の膜厚は３～３０μｍが好ましい。３μｍ
未満だと、表面層の抵抗の調整が困難となり、３０μｍより厚くなると、帯電部材として
所望の抵抗を得るには大量の導電性粒子が必要となり、凝集し易くなるため好ましくない
。
【００３９】
　また、導電性ローラの表面に凹凸を形成させてもよい。例えば、凹凸を形成させる方法
として、樹脂粒子や炭素粒子、珪素酸粒子、金属酸化物粒子等を表面層に含有させる方法
や、導電性ローラの表面を機械的研磨等によって処理する方法がある。また、表面層には
、画像の向上のために各種粒子や粉体等を単独、又は２種以上併用してもよい。
【実施例】
【００４０】
　次に本発明について実施例より詳細に説明するが、本発明はこれらの例によって何ら限
定されるものではない。
【００４１】
　（実施例１）
　＜導電性接着剤１の作製＞
　ノボラック型フェノール樹脂６０質量部、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂２０質量部
及びカーボンブラック２０質量部とＭＥＫ（メチルエチルケトン）４００質量部を配合し
、室温で８時間攪拌することにより導電性接着剤１を得た。
【００４２】
　＜導電性接着剤の塗布＞
　厚さ３～６μｍの無電解ニッケルメッキを施した直径６ｍｍ、長さ２４０ｍｍの鋼鉄製
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支持軸の外周上に、前記導電性接着剤１を、ロールコーターを用いて支持軸の中央２１０
ｍｍの部分に厚みが５μｍとなるように塗布し、支持軸上に導電性接着剤層を形成した。
【００４３】
　＜導電性弾性層の作製＞
　エピクロロヒドリンゴム三元共重合体（エピクロロヒドリン：エチレンオキサイド：ア
リルグリシジエーテル＝４０ｍｏｌ％：５６ｍｏｌ％：４ｍｏｌ％）１００質量部、炭酸
カルシウム３０質量部、酸化亜鉛５質量部、可塑剤ＤＯＰ（ジオクチルフタレート）１０
質量部、４級アンモニウムイオン系導電剤３質量部、老化防止剤１質量部をオープンロー
ルで２０分間混錬し、更に、加硫促進剤ＤＭ（ジベンゾチアジルスルフィド）１質量部、
加硫促進剤ＴＳ（テトラメチルチウラムモノスルフィド）０．５質量部、硫黄１質量部を
加えて更に１５分間オープンロールで混錬した。
【００４４】
　このゴム材料をゴム押し出し機によって、外径１５ｍｍ、内径５．５ｍｍの円筒形に押
出し、２５０ｍｍの長さに裁断し、加硫缶を使用して、１６０℃の水蒸気中で４０分間加
硫し、ゴム加硫チューブを得た。前記、支持軸を、前記ゴム加硫チューブに挿入し、外径
がφ１２ｍｍになるように研磨加工を行い、導電性弾性層を得た。この際、研磨加工にお
いては、幅広研磨方式を採用した。
【００４５】
　＜表面層の作製＞
　ラクトン変性アクリルポリオール溶液１００質量部、メチルイソブチルケトン２５０質
量部、導電性酸化錫微粒子（トリフルオロプロピルトリメトキシシラン処理品）（平均粒
径：０．０５μｍ、体積抵抗率：１０３Ω・ｃｍ）１３０質量部、疎水性シリカ微粒子（
ジメチルポリシロキサン処理品）３質量部（平均粒径：０．０１２μｍ、体積抵抗率：１
０１６Ω・ｃｍ）、変性ジメチルシリコーンオイル０．０８質量部、架橋ＰＭＭＡ微粒子
（平均粒径：２０．７μｍ）５０質量部を用い、ガラス瓶を容器として混合溶液を作製し
た。これに、分散メディアとして、ガラスビーズ（平均粒径φ０．８ｍｍ）を充填率８０
％になるように充填し、ペイントシェーカー分散機を用いて６時間分散した。分散溶液に
ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）とイソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）
の各ブタノンオキシムブロック体１：１の混合物を、ＮＣＯ／ＯＨ＝１．０となるように
添加し、ディッピング用の表面層用塗料を調製した。この塗料を前記弾性層の上にディッ
ピング法にて塗布して、１０分間の風乾後に加熱型乾燥機にて、１６０℃で１時間乾燥さ
せ、表面層を被覆形成しローラ形状の導電性ローラを得た。
【００４６】
　（実施例２）
　複数回塗布することにより、導電性接着剤層の厚さを１８μｍとしたこと以外は、実施
例１と同様にして導電性ローラを作製した。
【００４７】
　（実施例３）
　導電性接着剤１を更に希釈して塗布することにより、導電性接着剤層の厚さを１．５μ
ｍとしたこと以外は、実施例１と同様にして導電性ローラを作製した。
【００４８】
　（実施例４）
　＜導電性接着剤２の作製＞
　ノボラック型フェノール樹脂７５質量部、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂１３質量部
及びカーボンブラック１２質量部とＭＥＫ（メチルエチルケトン）４００質量部を配合し
、室温で８時間攪拌することにより導電性接着剤２を得た。
【００４９】
　前記導電性接着剤２を使用した以外は、実施例１と同様にして導電性ローラを作製した
。
【００５０】
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　（実施例５）
　＜導電性接着剤３の作製＞
　ノボラック型フェノール樹脂２５質量部、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂５５質量部
及びカーボンブラック２０質量部とＭＥＫ（メチルエチルケトン）４００質量部を配合し
、室温で８時間攪拌することにより導電性接着剤３を得た。
【００５１】
　前記導電性接着剤３を使用した以外は、実施例１と同様にして導電性ローラを作製した
。
【００５２】
　（実施例６）
　＜導電性接着剤４の作製＞
　ノボラック型フェノール樹脂５３質量部、ビスフェノールＡ型ポキシ樹脂１７質量部及
びカーボンブラック１７質量部と約１ｍｍ弱に切断したアクリロニトリルブタジエンゴム
（ＮＢＲ）を１３質量部配合し、ＭＥＫ（メチルエチルケトン）４００質量部を配合し、
ホットプレートで６０℃に加熱して３日間攪拌することにより導電性接着剤４を得た。
【００５３】
　前記導電性接着剤４を使用した以外は、実施例１と同様にして導電性ローラを作製した
。
【００５４】
　（実施例７）
　前記導電性接着剤４に含有される合成ゴムをＮＢＲからウレタンゴムに変えた以外は、
実施例６と同様にして導電性ローラを作製した。
【００５５】
　（実施例８）
　前記導電性接着剤４に含有される合成ゴムをＮＢＲからアクリルゴムに変えた以外は、
実施例６と同様にして導電性ローラを作製した。
【００５６】
　（実施例９）
　前記導電性接着剤４を塗布した支持軸を１２０℃のオーブンにて１時間加熱処理を行っ
た以外は、実施例６と同様にして導電性ローラを作製した。
【００５７】
　（実施例１０）
　導電性接着剤を塗布した支持軸を１２０℃のオーブンにて１時間加熱処理を行い、連続
的にクロスヘッドダイを通過させることにより支持軸上に未加硫ゴムを被覆した後、熱風
炉にて１８０℃で１時間加熱することにより加硫ゴム層を有するゴムローラを作製した以
外は、実施例６と同様にして導電性ローラを作製した。
【００５８】
　（比較例１）
　接着剤としてフェノール樹脂系の接着剤に導電剤を添加したものを使用した以外は、実
施例１０と同様にして導電性ローラを作製した。
【００５９】
　（比較例２）
　接着剤としてエポキシ樹脂系の接着剤に導電剤を添加したものを使用した以外は、実施
例１０と同様にして導電性ローラを作製した。
【００６０】
　（比較例３）
　接着剤に導電剤は配合せず、フェノール樹脂系＋エポキシ樹脂系のみを配合させた以外
は、実施例１０と同様にして導電性ローラを作製した。
【００６１】
　「評価方法」
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　＜画像評価＞
　前記製造方法にて得た導電性ローラを４０℃／９５％ＲＨ（高温高湿条件）に設定した
環境試験炉内に１ヶ月放置した。その後、導電性ローラを帯電ローラとして装着させた電
子写真装置（商品名：レーザーショットＬＢＰ－２５１０、キヤノン（株）製）にて出力
画像の評価を行った。画像評価は、電子写真感光体の表面電位が－５００Ｖとなるように
、導電性支持軸に直流電圧のみを印加して、ハーフトーン画像を形成させて評価を行った
。画像評価で問題の無いものを○、不良が見られるものを×、とした。
【００６２】
　＜隙間測定（接着性評価－１）＞
　ローラが膨張した際に、接着力が弱まり、導電性支持軸と導電性弾性層に隙間（浮き）
が生じる。この隙間を測定するため、上記と同様に前記製造方法にて得た導電性ローラを
４０℃／９５％ＲＨ（高温高湿条件）に設定した環境試験炉内に１ヶ月放置した。このロ
ーラをカートリッジに組み込み、感光ドラムと帯電ローラの隙間をゴムローラ隙間検査器
（ＯＰＴＲＯＮ製　ＧＭ１０００）で隙間測定を行った。
【００６３】
　隙間が１μｍ未満のものをＡ、１μｍ以上３μｍ未満のものをＢ、３μｍ以上５μｍ未
満のものをＣ、５μｍ以上１０μｍ未満のものをＤ、１０μｍ以上のものをＥ、とした。
この際、Ｃ以上を使用可能レベルとした。
【００６４】
　＜導電性支持軸の表面評価（（接着性評価－２）＞
　上記と同様に前記製造方法にて得た導電性ローラを４０℃／９５％ＲＨ（高温高湿条件
）に設定した環境試験炉内に１ヶ月放置した。その後、導電性弾性層と導電性支持軸をカ
ッターにて剥がし、導電性支持軸上の腐食（錆）の発生を確認した。
【００６５】
　腐食（錆）が全く無いものを◎、軽微に見られるが問題のないものを○、大きな錆が見
られ問題となるものを×、とした。
【００６６】
　＜電気特性評価＞
　前記製造方法にて得た導電性ローラを用いて抵抗測定を行い、電流値の最大値を最小値
で割った値（周ムラ）で評価を行った。
【００６７】
　図２に、導電性ローラ（電子写真導電性弾性部材の弾性層）の電気抵抗値測定装置の概
略構成を示す。導電性ローラ４は、導電性支持軸１の両端部を不図示の押圧手段で円柱状
のアルミニウムドラム５に圧接され、アルミニウムドラム５の回転駆動に伴い従動回転す
る。この状態で、電源６を用いて導電性ローラ４の導電性支持軸１に直流電圧を印加し、
アルミニウムドラム５に直列に接続した抵抗７にかかる電圧を電圧計８で測定し、その値
から、導電性ローラ４の電気抵抗を計算する。導電性ローラの電気抵抗値は、常温常湿（
Ｎ／Ｎ：２３℃／５０％ＲＨ）環境下で、図２の装置を使用し、導電性支持軸とアルミニ
ウムドラムとの間に直流１００Ｖの電圧を印加して電気抵抗値を求めた。
【００６８】
　以下、評価結果を表１にまとめた。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　実施例１～５は、フェノール樹脂、エポキシ樹脂及び導電剤を配合した導電性接着剤を
用い、塗工時の厚みの影響、配合量を比較したものである。その結果、隙間（浮き）が見
られるものの、錆は発生せず、接着良好で電気特性も良好であった。また、画像評価も良
好であった。
【００７１】
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　実施例６～８は、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、導電剤に更に各種合成ゴムを配合し
たものである。その結果、隙間（浮き）が見られるものの、錆は発生せず、接着良好で、
電気特性も良好であった。また、画像評価も良好であった。
【００７２】
　実施例９は、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、導電剤に更にＮＢＲを配合したものを導
電性接着剤として使用し、導電性接着剤を塗布した後の加熱処理を行ったものである。そ
の結果、隙間（浮き）が見られるものの、錆は発生せず、接着良好で、電気特性も良好で
あった。また、画像評価も良好であった。
【００７３】
　実施例１０は、導電性支持軸上に導電性弾性層を被覆した後、加硫成型を行ったもので
ある。その結果、錆は軽微に見られるものの、隙間（浮き）は見られず、接着良好で、電
気特性も良好であった。また、画像評価も良好であった。
【００７４】
　比較例１はフェノール樹脂系の接着剤に導電剤を添加したものを使用した結果、部分的
な変形（凹凸）が同一ローラで多く確認され隙間が大きくなり、赤錆が支持軸全体に発生
しており、接着力が無かったため、画像不良が顕著に表れた。
【００７５】
　比較例２はエポキシ樹脂系の接着剤に導電剤を添加したものを使用した結果、部分的な
変形（凹凸）が同一ローラで多く確認され隙間が大きくなり、接着力が無かったため、画
像不良が顕著に表れた。
【００７６】
　比較例３は接着剤に導電剤は配合せず、フェノール樹脂系＋エポキシ樹脂系のみを配合
させた結果、隙間や錆発生に関して問題は無かったが、電気特性評価にて、周ムラが大き
くなり過ぎて、実用上使用できないレベルで、画像不良が顕著に現れた。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の導電性ローラの概略構成を示す断面図である。
【図２】本発明の導電性ローラの電気抵抗値測定装置の概略構成図である。
【符号の説明】
【００７８】
　１　導電性支持軸
　２ａ　弾性層
　３　表面層
　４　導電性ローラ
　５　アルミニウムドラム
　６　電源
　７　抵抗
　８　電圧計
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【図１】

【図２】



(13) JP 4662542 B2 2011.3.30

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｇ  15/16    １０３　          　　　　　

(72)発明者  高畑　望
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内
(72)発明者  橋本　正幸
            茨城県つくば市茎崎１８８８－２　キヤノン化成株式会社内
(72)発明者  澤田　弥斉
            茨城県つくば市茎崎１８８８－２　キヤノン化成株式会社内
(72)発明者  都留　誠司
            茨城県つくば市茎崎１８８８－２　キヤノン化成株式会社内

    審査官  鈴野　幹夫

(56)参考文献  特開２００４－２７０８３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－２９３４４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１０８０６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１０８０５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２７２１７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０９５５２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

